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本資料に掲載してある計数は、原則として単位未満を切り捨てのうえ表示しています。

2018年7月発行　池田泉州ホールディングス企画総務部
池田泉州銀行企画部　　部部部部部部

池田泉州銀行
1. 銀行及びその子会社等の概況に関する事項

イ.銀行及びその子会社等の主要な事業の内容及び組織の構成 2

ロ.銀行の子会社等に関する事項 2

2. 銀行及びその子会社等の主要な業務に関する事項
イ.直近の事業年度における事業の概況 93

ロ.直近の5連結会計年度における主要な業務の状況を示す指標 93

3. 銀行及びその子会社等の直近の2連結会計年度における財産の状況に関する事項
イ.連結貸借対照表、連結損益計算書及び連結株主資本等変動計算書 94～97

ロ.貸出金のうち次に掲げるものの額及びその合計額
①破綻先債権 121

②延滞債権 121

③3カ月以上延滞債権 121

④貸出条件緩和債権 121

ハ.自己資本の充実の状況 131～161

ニ.連結決算セグメント情報 105

ホ.会社法による監査に関する事項 92

ヘ.金融商品取引法の規定に基づく監査証明に関する事項 92

4. 報酬等に関する事項 162～163

池田泉州銀行
資産の査定の公表 121

（4）有価証券に関する指標
①商品有価証券の種類別平均残高 123

②有価証券の種類別残存期間別残高 122

③有価証券の種類別平均残高 122

④預証率 123

4. 銀行の業務の運営に関する事項
イ.リスク管理の体制 19～22

ロ.法令遵守の体制 17～18

ハ.中小企業の経営の改善及び地域の活性化のための取組みの状況 25～47

二.指定紛争解決機関の商号又は名称 10

5. 銀行の直近の2事業年度における財産の状況に関する事項
イ.貸借対照表、損益計算書及び株主資本等変動計算書 107～111

ロ.貸出金のうち次に掲げるものの額及びその合計額
①破綻先債権 121

②延滞債権 121

③3カ月以上延滞債権 121

④貸出条件緩和債権 121

ハ.自己資本の充実の状況 131～161

ニ.次に掲げるものに関する取得価額又は契約価額、時価及び評価損益
①有価証券 124～126

②金銭の信託 126

③デリバティブ取引 127～129

ホ.貸倒引当金の期末残高及び期中の増減額 121

ヘ.貸出金償却の額 121

ト.会社法による監査に関する事項 92

チ.金融商品取引法の規定に基づく監査証明に関する事項 92

6. 報酬等に関する事項 162～163
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金融機能の再生のための緊急措置に関する法律に基づく開示項目

関西を代表する、開かれた新金融グループに相応しい、関西2府4県の形をモチーフとしたシンボルです。
上へと伸びる縦のラインは、新金融グループの誕生によって関西エリアに様々なネットワークのつながりが
広がっていくことを表現しています。
ブランドカラーは水をイメージ。新金融グループの成長性や自由闊達な社風を象徴する澄んだ青色です。

経営理念
「幅広いご縁」と「進取の精神」を大切に、お客様のニーズに合ったサービスを提供し、地域の皆様に「愛される」
金融グループを目指します。

経営方針
①人と人とのふれあいを大切にし、誠実で親しみやすく、お客様から最も「信頼される」金融グループを創ります。

②情報収集と時代の先取りに励み、先進的で高品質なサービスの提供によって、地域での存在感が最も高い
金融グループを創ります。

③健全な財務体質、高い収益力、経営効率の優位性を持つとともに、透明性の高い経営を行い、株主の信頼に応えます。

④産・学・官のネットワークを活用し、様々なマッチングを通して、「地域との共生」を進めます。

⑤法令やルールを厳守し、環境に配慮した企業活動を行うことによって、社会からの信頼向上に努めます。

⑥グループ行員に、自由闊達に能力を発揮し、また能力向上を図れる職場を提供するとともに、よき市民としての成長
を支援していきます。

（平成30年3月31日現在）
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設 立 日 平成21年10月1日
本社所在地 大阪市北区茶屋町18番14号
資 本 金 1,029億円
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格 付 格付投資情報センター A－

日本格付研究所 A－
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資 本 金 12億5,000万円
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